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1 はじめに (1)気 象経過 と品種系統別不稔歩合

気温の推移を図1に 示した。7月 上旬から低温が継続

平成 15年 は7月 から8月 にかけて低温が長期にわたっ  し,特 に7月 第5半句は最高気温も20℃ を下回つた。

て襲来し,特 に7月 下旬の気温の低下が著しく,こ の時期   出穂期と不稔歩合の関係 (図 2)で は出穂期が8月 14日

に減数分裂を迎えた水稲には障害不稔が多発し,穂いも  以前の系統では出穂期が早いほど不稔歩合が直線的に

ちの激発も加わり最終的な県内の作況指数は69の著し  高くなった。冷害危険期と言われる減数分裂期が7月 下

い不良となった。平成5年冷害
2)以来10年ぶりの厳しい  旬の低温に遭遇した程度と一致すると考えられ,耐冷

低温条件下で耐冷性品種・系統が冷害を軽減できたか  性程度が極強の系統でも30か ら40%程 度の不稔が発生

検証するため,古川農業試験場作物育種部の回場に供試  した。系譜別に不稔歩合を見ると「はたじるし」また

は「ひとめばれ」のいずれかが交配親となつている系
した品種・系統の不稔発生状況を調査したのでその概

統は出穂期が同じ他の系統に比べ不稔歩合がやや低く
要を報告する。

なつており,耐冷性強化の育種素材として両品種は有

2 試験方法

(1)調 査対象

品種特性調査用に栽培した普及品種・奨励品種決定

調査配付系統97種 (表 1)を 供試した。また,追肥の有無

と不稔歩合及び収量の関係については生産力検定試験

供試系統27種 (表 2)を 対象とした。いずれも4月 17日 に

播種し,表 1の 材料は5月 21日 に表2の材料は5月 20日 に 1

株4本,条問30cnl,株間1 5cnl,栽 植密度222株 /11iで 中

苗移植した。基肥はいずれもa当 たり窒素成分0 4kgで

全層施肥し,表 2の追肥区においては熟期毎の比較品種

の幼穂形成期,減数分裂期,出穂1週間前にあわせそれ

ぞれ窒素成分でa当 たり0 1kgを 表層施肥した。

(2)調 査方法

1)品 種系統別不稔歩合

表1の 品種系統についてそれぞれ3株得長llHに 上位 ,

中位,下位各2穂ずつ合計18穂を成熟期に採取し不稔

歩合を調査した。

2)出穂日別不稔歩合調査

表 1の うち,ヤマウタ,東北180号 ,東北177号 ,こ ころ

まち,はたじるし,ササニシキ,ひ とめばれについて生

育の中庸な6株 を選び,穂 ごとに出穂日を記録し成熟

後に採取して出穂日別に不稔歩合を算出した。

3)追肥の有無と不稔歩合及び収量

1)と 同様に不稔歩合を調査した。収量は1区 当たり

54株を刈取 り,乾燥,脱穀,籾摺 り後,風選をして 1 7 nII

の箭で節つた後の玄米重から算出した。

3 結果及び考察

望と考えらる。

(2)出 穂日別不稔歩合調査

同一品種・系統内では8月 13日 までは,出穂が早い穂

ほど不稔歩合が高かつた (図 3)。 また,「東北180号 」は「ヤ

マウタ」より30～ 40%,「ひとめばれ」は「ササニシキJよ

り10%程それぞれ不稔歩合が低く,耐冷性育種の成果が

実証された。また,「 はたじるしJは同じ出穂日の「東北

180号 Jよ り不稔歩合が低く,高度な耐冷性を有すること

が再確認された。

(3)追 肥の有無と不稔歩合及び収量

追肥を行った場合,不稔歩合はやや高まる傾向はある

ものの明瞭な差は見られず (図 4),収 量は明らかに優つ

た (図 5)。 施肥水準が上がると不稔が増加するという報

告
Dや

,収量は増加するという報告のがある。本調査では

追肥による不稔歩合への大きな影響は見られず,増収効

果が確認されたことから,冷害軽減技術として追肥と不

稔発生程度の関係を明らかにしていく必要があると考

えられた。
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表 1 供試材料 (品種特性調査)
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